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学研究所の個体で発症したサノレレト ロワ イノレス （SRV5） 感染症に対し、 DNA • RNA・抗体横査を全頭で実施し







称、GreatApe Information Network、英文略称はGAINである。 GAIN事業は、平成 14年度に文部科学省の主導で







19日現在で、 チンバンジー313個体 （49施設）、ボノボ6個体（1施設）、 ゴリラ20個体（7施設）、オランウー
タン46個体 （19施設）、テナガザル類 178個体 （43施設）が園内で飼育されている。個体ごとの生年月日や家
系情報に加えて、 DNA情報・行動情報についても整備をすすめたε平成28年度も継続して、すでに死亡した f過




の）の遺体由来資料について、 GA町 を通じ霊長類研究所で譲受したむなおGAIN事業は、 NBRP第4期 （平成
29-33年度）も継続して採択された。データベースについては、以下の和英のWEBサイトを参照されたい。
h口p:/,.,v,V'iv.shigen.nig.ac.jp/gain/
（文責ー 友永雅己 ・平田聡 ・松沢哲郎 ・綿貫宏史朗 ・岩原真季J)
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